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着任のご挨拶
２０２５年４月１日付けで整形外科・リハビリ
テーション科に着任しました、中島恭哉（なかじ
またかや）と申します。
私は平成８年に大学を卒業し、整形外科、麻酔
科、救命センターでの臨床研修や基礎研究を経
験させていただいたのち、前任地の西宮市立中
央病院での１８年３ヶ月間、主に大腿骨頚部骨
折と脊椎圧迫骨折の多くの患者様を経験させて
いただきました。特に骨質脆弱な高齢者での荷
重骨骨折受傷前後のＡＤＬ差を可能な限り少な
くすることの大切さを痛感しました。
超高齢社会の現在、高齢者、特に７５歳以上の後
期高齢者、さらには８５歳以上の超高齢者が医
療の対象になるケースが増えてきています。医
療（技術）の進歩により、そのような高齢者にも
多くの先進医療が実施される時代になってはき
てますが、一方で、フレイル、認知機能低下、
multimorbidity（多疾患併存）を抱える高齢者
を前に、その限界も日々の診療で感じることが

少なくありませんでした。　
日頃、急性期医療をすすめる中で、手術加療と同
様に、受傷前後でのＡＤＬ差を少なくするため
のリハビリテーション、退院後の生活環境の準
備、医療から介護への soft landing なども、患
者様・ご家族にとって必要不可欠で避けて通る
ことのできない、とても重要な領域と感じてま
した。同時に、どこまでの医療が超高齢者に可能
であり、その限界はあるのかどうか、またその限
界をどのように評価するのかなど、色々な考え
方があるとも感じてました。
このたび、ご縁をいただきガラシア病院で勤務
させていただくことになりました。超高齢者の
視点をもって、個々の患者様の人生設計に基づ
いて、在宅復帰や社会復帰に向けて、一人でも多
くの患者様に寄り添っていければと考えており
ます。
ご指導ご鞭撻のほど何卒よろしくお願い申し上
げます。

整形外科・リハビリテーション科
部長

中島　恭哉

希望を抱いて
大阪万博２０２５が始まりました。いろいろな
批判を受けての開幕ですが、始まってみれば多
数の人が入場してそれなりに楽しまれているよ
うです。
万博のバチカン展ではカラヴァッジョの「キリ
ストの埋葬」が展示されています。カラヴァッ
ジョの絵は、母マリア、弟子のヨハネ、女性の
弟子二人、それにイエスを密かに信じていたユ
ダヤ教の議員の五人が、十字架で刑死されたイ
エスの埋葬を行う場面を描いています。
刑死した人間あるいは十字架刑にかかっている
人間を、絵画や彫刻で表現して崇敬の対象とす
るのは、日本人の心性にはなかなかマッチしま
せんが、以前訪れたイタリアの教会では、苦し
みのあまり体をよじっておられる像が天井から
下げられていて、まさに世の人の罪を背負って
十字架にかけられたという体でした。これほど

までに私のために苦しみを受け命を投げ出すほ
どに愛してくださっているキリストは、決して
裏切ることがない、というのが信仰の礎であり、
希望の源であるということのようです。
復活祭で全世界に祝福を送られた直後に亡くな
られたフランシスコ教皇によって、今年は「希
望の聖年」の年とされました。世界各地での収
束の見えない戦争や紛争、飢餓、富の極度の集
中など現実は厳しいものがあります。日本では
安心して子供を産み育てることができない状況
が、日本史上初めての人口減社会をもたらして
います。刹那的な安心を求めるのではなく、苦
しみが試練にみがかれた徳を生む事に信頼し、
その徳が生み出す希望を胸に抱いて、皆様と手
を携えて歩みを進めていこうと思いを新たにし
ています。

医療法人ガラシア会
施設長

石丸　伸司



ガラシア山ゆりの会総会＆研修会が行われました
ガラシア会にはガラシア山ゆりの会というボランティアサークルがあります。名前の由来は自然豊かな箕面にふさわし
いこと、ユリ科植物はゆっくりと成長するところから「根気強く」という意味を込めて名付けられました。（サークル
名は２００４年に募集し決定しました。）現在、登録者数は病院４６名、老健７０名全体で１１６名です。
活動内容としては老健ではサークル活動のご指導・利用者様入浴後のドライヤーあて・コップ洗い、病院ではティ―サー
ビス・ベッドカバー作り・清拭布の裁断等様々です。毎年総会を行ってきましたが２０２０年コロナ禍になり活動が出
来なくなり、２０２４年３月、４年ぶりに総会のみを実施、そして今年３月５日（水）総会と研修会を実施することが
出来ました。総会では活動時間１０００時間に達した方の表彰、役員改選が行われ、研修会では「青松の島へ」という
タイトルで高野美智代シスターが国立療養所大島青松園（香川県）におられる方と長年関わって来られた経験について
お話されました。ボランティアさんからは大島の事を初めて知り、差別偏見なく人と接する大切さを改めて感じ、ボラ
ンティアでもこの気持ちを持って行いたいなどの感想をいただきました。研修後は日頃の感謝を込めて皆様と一緒に昼
食を囲み、お互いの活動について語り合いました。
大切な時間を様々な形で患者様、利用者様のために提供してくださり、日々感謝の気持ちでいっぱいです。これからも
細く、長く、無理なく活動を続けていただけたらと思っております。また、これから活動を希望される方がおられまし
たらボランティア係までご連絡ください。よろしくお願いいたします。

ニューライフガラシア  ボランティア係　濱口　久美子
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１９７０年の万博から５５年、大阪・関西万博が開幕しました。５５年前に夢であったことが現実化し、今回も「いのち
輝く未来社会のデザイン」のテーマのもと次の夢に向かって展示・体験できるようになっているようです。未来社会の実
験場でもあります。新しい仕組みや技術には改善点はつきもの、一つ一つ乗り越えていくところに面白さがあるのだと思
います。医療介護も改善を進めつつ、一歩一歩未来へ歩んでいきたいと思います。
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■ 診療のご案内 <２０２５年４月１日～>

<診療受付時間>　【平日】午前８：３０～１１：３０　　午後　１２：３０～１５：３０
【土曜】午前８：３０～１１：３０


